
主な内容
平成29年度町政執行方針‥‥‥‥‥‥

平成29年度教育行政方針‥‥‥‥‥‥

働くあなたを応援‥‥‥‥‥‥‥‥‥

防災ワンポイントコーナー‥‥‥‥‥

第42回児童生徒読書感想文コンクール‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「これからも頑張って」
３月15日に行われた弟子屈中学校（杉山稔校長）卒業式
での１コマです。友人や後輩、先生方との別れを惜しみ
ながら、３年間慣れ親しんだ学びやを巣立ちました。

（関連記事20～21ページ）

カ
ル
デ
ラ
の
影
に
沈
む
摩
周
湖（
４
月
）摩
周
湖
第
３
展
望
台
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町
政
を
お
預
か
り
し
て
、
は
や
16
年
。

昨
年
12
月
に
５
期
目
の
任
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。今
年
は
第
５
次
総
合
計
画

の
後
期
実
行
計
画
が
新
た
に
始
ま
る
年

で
も
あ
り
、
一
つ
の
節
目
の
年
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
５
期
目
の
こ
れ
か
ら
４
年
間
、少
子
・
高

齢
化
と
人
口
減
少
、
地
域
経
済
の
低
迷
な

ど
、
大
き
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
本
町
の
歩
む
べ
き
方
向
や
、

将
来
を
担
う
皆
さ
ん
の
道
し
る
べ
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
と
観
光
の
さ
ら
な
る
連
携
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
活
用
し
た

新
た
な
産
業
に
よ
る
循
環
型
経
済
の
構

築
と
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
、
ま
ち
を
担
う
人

材
の
育
成
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
下
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
で
安
心
で
き
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
推
し
進
め
、
一
歩
一
歩
着
実
に

夢
と
希
望
を
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
で
は
昨
年
同
様
、
行
政
の
総
合
力
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、
組
織
形
態
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
課
を
横
断
し

連
携
し
た「
チ
ー
ム
」と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る「
水
と
森
と
人

が
共
に
輝
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た

ま
ち
」の
実
現
と
、
各
施
策
の
成
果
を
意
識

し
て
、
既
存
の
事
務
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
効

果
を
検
証
す
る
た
め
、計
画（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）・

実
行（
Ｄ
ｏ
）・
評
価（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）・
改
善

（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰

り
返
す
と
と
も
に
、
新
た
に
策
定
す
る
後

期
実
行
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼�

国
立
公
園
の「
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
」へ

の
名
称
変
更
を
受
け
た
自
然
環
境
保

全
の
意
識
向
上
と
、
観
光
振
興
へ
の
機

運
の
醸
成
。

▼�

摩
周
湖
に
お
け
る
、
長
期
的
な
保
全
を

目
的
と
し
た
調
査
活
動
の
継
続
。

▼�

屈
斜
路
湖
に
お
け
る
、
湖
水
の
適
正
利

用
に
向
け
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
見

直
し
の
実
施
。

▼�

屈
斜
路
湖
に
お
け
る
、
北
海
道
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
条
例
の
適
用
を
受
け
る

た
め
の
準
備
と
、
動
力
船
、
無
動
力
船

の
住
み
分
け
に
よ
る
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
。

循
環
型
社
会
の
構
築

▼�

地
熱
や
温
泉
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
お
け
る
、
事
業
化
に
向

け
た
調
査
研
究
の
推
進
。

▼�

地
熱
開
発
事
業
の
精
度
を
高
め
る
た

め
の
調
査
の
実
施
。

▼�

弟
子
屈
町
地
熱
理
解
促
進
事
業
の
継

続
実
施
。

足
腰
の
強
い
産
業
育
成

▼�

国
に
対
す
る
、
家
族
経
営
を
基
本
と
す

る
農
業
へ
の
対
策
の
要
請
。

▼�

農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
方
策
の
検
討
。

▼�

耕
畜
連
携
に
よ
る
域
内
自
給
飼
料
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

摩
周
和
牛
改
良
組
合
が
予
定
し
て
い

る
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市
か
ら

の
優
良
肉
牛
導
入
費
へ
の
支
援
。

▼�

優
良
繁
殖
牛
の
増
頭
促
進
、
販
路
拡
大

な
ど
に
よ
る
、肉
牛
振
興
策
の
継
続
。

▼�

組
織
の
一
本
化
に
よ
る
、
農
業
後
継
者

対
策
や
新
規
就
農
者
対
策
の
充
実
。

　平成29年第１回町議会定例会が３月７日か

ら10日まで開かれ、平成29年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成29年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

▼�

多
様
な
農
業
経
営
体
づ
く
り
の
研
究

に
よ
る
、中
小
規
模
営
農
へ
の
支
援
。

▼�

農
協
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
実
習
生
や

研
修
生
の
受
け
入
れ
事
業
へ
の
支
援
。

▼
家
畜
ふ
ん
尿
臭
気
対
策
の
継
続
。

▼
家
畜
伝
染
病
防
疫
対
策
の
継
続
。

▼�

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
の

継
続
。

▼�

国
や
道
に
対
す
る
、
畑
作
の
経
営
所
得

安
定
対
策
継
続
の
要
望
。

▼�

畑
作
に
お
け
る
新
た
な
作
物
導
入
に

よ
る
経
営
形
態
の
見
直
し
と
輪
作
体

系
の
確
立
。

▼�

摩
周
メ
ロ
ン
や
摩
周
そ
ば
な
ど
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
と
生
産
量
の
安
定
確

保
、販
路
拡
大
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

環
境
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
。

▼�

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
苗
木
の
育
苗
と

栽
培
面
積
の
拡
大
。

▼�

弟
子
屈
産
ワ
イ
ン
と
地
場
産
品
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
農
作

物
全
体
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
。

▼�

農
道
や
町
営
牧
場
育
成
舎
な
ど
の
整

備
、
草
地
改
良
な
ど
道
営
土
地
改
良
事

業
に
よ
る
持
続
的
な
基
盤
整
備
。

▼�

町
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
の
推
進
。

▼�

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
林

業
専
用
道
整
備
の
継
続
。

▼�

町
有
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
町
有
林
造
林
事
業
の
継
続
。

▼�

屈
斜
路
湖
の
ア
メ
マ
ス
な
ど
持
続
可

能
な
魚
類
資
源
の
活
用
。

▼�

屈
斜
路
湖
で
の
漁
業
権
取
得
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

空
き
店
舗
活
用
事
業
に
よ
る
支
援
の

継
続
。

▼�

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」な
ど
各
観
光
案
内

所
活
用
に
よ
る
、
観
光
客
の
地
域
内
消

費
の
推
進
。

▼�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
、
中
小
企
業

振
興
融
資
制
度
に
よ
る
経
営
支
援
な

ど
、
商
工
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
商

工
業
者
の
経
営
安
定
化
の
推
進
。

▼�

資
格
取
得
支
援
制
度
の
拡
大
と
新
規

雇
用
促
進
事
業
の
継
続
。

▼�

社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と
し
た
高

齢
者
の
就
労
の
場
の
確
保
。

▼�

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
両
立
し

た
滞
在
型
エ
コ
ツ
ア
ー
の
造
成
に
よ

る
観
光
客
の
満
足
度
向
上
。

▼�「
水
の
カ
ム
イ
観
光
圏
」な
ど
広
域
観
光

で
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
継
続
。

▼
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
の
推
進
。

保
健
医
療
体
制
の
充
実

▼�

健
康
づ
く
り
推
進
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
の
導
入
に
よ
る
特
定
健
診
や
各
種

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
。

▼�

保
健
指
導
や
健
康
教
育
の
充
実
に
よ

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健
康
寿
命

の
向
上�

。

▼�

各
種
予
防
接
種
費
用
助
成
の
継
続
実
施
。

▼�

摩
周
厚
生
病
院
の
超
音
波
画
像
診
断

装
置
な
ど
医
療
機
器
更
新
整
備
に
対

す
る
支
援
。

▼�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
倖
和
園
と
の
円
滑
な
連
携
。

▼�

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

実
質
無
料
化
の
継
続
。

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
切
な
運
営
。

▼�

平
成
30
年
度
か
ら
財
政
運
営
の
主
体

が
北
海
道
に
移
行
す
る
国
民
健
康
保

険
事
業
に
お
け
る
円
滑
な
制
度
移
行
。

地
域
福
祉
の
充
実

▼�

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
に
対
す
る
、
よ
り
高
度
で
専
門

的
な
相
談
体
制
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
。

▼�

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

な
ど
新
し
い
地
域
支
援
事
業
の
着
実

な
推
進
。

屈斜路湖の適正利用を目指して

ワイン醸造用ブドウの栽培面積をさらに拡大

環
　
人
と
自
然
が
共
生

　
す
る

活
　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　
雇
用
を
生
み
出
す

暮
　
誰
も
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る

地域活性化のため各観光案内所を活用
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一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

72
億
８
千
１
０
０
万
円
で
、

前
年
度
比
６
・
４
％
の
減
額
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
の

合
計
額
は
、
30
億
７
千
７
０

８
万
６
千
円
で
、
前
年
度
比

２
・
７
％
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
計
画
で

は
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
経
済
財
政
運
営
と
、

改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

６
に
基
づ
く
地
方
一
般
財

源
総
額
は
前
年
度
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
税

収
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
に
お
け
る

国
全
体
の
予
算
額
は
前
年
度
比
２
・

２
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
地

方
交
付
税
を
国
の
地
方
財
政
計
画
と

同
程
度
の
減
額
で
見
込
み
、
歳
出
で

は
弟
子
屈
消
防
署
の
移
転
改
築
の
主

体
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
や
、
公
営

住
宅
建
替
事
業
を
平
成
28
年
度
へ
前

倒
し
て
計
上
し
た
こ
と
、
各
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

か
ら
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
経
済
情
勢
に
対
応
し
、
国

の
制
度
や
有
利
な
起
債
な
ど
を
活
用

し
て
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※�

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
今
月
の
広
報
紙
に
折
り
込
ま
れ
て

い
る
「
て
し
か
が
町�

知
っ
て
得
す
る
便

利
帳
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平成29年度予算のポイント

▼�

高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り

の
推
進
。

▼�

介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
。

▼�

高
齢
者
福
祉
事
業
の
運
用
に
よ
る
高

齢
者
の
健
康
保
持
と
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
支
援
。

▼�
障
害
者
基
本
計
画
、
第
４
期
障
害
福
祉

計
画
の
適
正
な
運
営
。

▼�

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
福
祉
用
具
の

給
付
や
相
談
支
援
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
。

▼�

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
発
達
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児

童
へ
の
指
導
・
相
談
支
援
の
充
実
。

子
育
て
支
援

▼�

妊
婦
健
診
時
の
通
院
費
を
助
成
す
る

妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
事
業
の
実
施
。

▼�

紙
お
む
つ
、
ミ
ル
ク
な
ど
を
支
援
す
る

乳
児
養
育
支
援
事
業
の
拡
充
版
・
赤
ち

ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
事
業
の
実
施
。

▼�

保
育
園
や
幼
稚
園
の
利
用
者
負
担
へ

の
助
成
の
継
続
。

▼�

町
立
保
育
園
と
摩
周
丘
幼
稚
園
を
一

つ
に
し
た
公
私
連
携
型
幼
保
連
携
認

定
こ
ど
も
園
の
平
成
31
年
度
開
園
を

目
指
し
た
取
り
組
み
。

▼�

子
ど
も
の
貧
困
や
連
鎖
に
係
る
実
態

把
握
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
未
就
学

児
が
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
支
援
の
充

実
と
母
親
講
座
な
ど
の
実
施
。

▼�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
保
護
者
支
援

と
利
用
児
童
の
安
全
・
健
康
の
確
保
。

▼�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
く
、地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
全

体
を
対
象
と
し
た
支
援
の
推
進
。

▼�

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
中

心
と
し
た
、
児
童
虐
待
防
止
や
虐
待
事

案
な
ど
へ
の
対
応
。

生
活
基
盤
の
向
上

▼�

老
朽
管
の
改
修
、
検
定
満
了
水
道
メ
ー

タ
ー
器
の
交
換
、
配
水
施
設
の
整
備
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
。

▼�

維
持
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る
温
泉

の
安
定
供
給
。

▼
摩
周
地
区
の
下
水
道
整
備
。

▼�

弟
子
屈
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

に
よ
る
適
正
な
汚
水
処
理
。

▼�

下
水
道
処
理
区
域
外
で
の
汚
水
処
理

方
法
な
ど
の
検
討
。

▼�

公
営
住
宅
泉
ヶ
丘
団
地
２
棟
８
戸
の

建
設
と
敷
島
団
地
の
実
施
設
計
。

▼�

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
、
み
は
ら
し
台
団
地
４
号
棟
の
給
排

水
設
備
の
改
修
、
北
側
壁
断
熱
の
補

強
、物
置
の
改
築
、３
・
４
号
棟
前
通
路

の
改
良
。

▼�

住
宅
建
設
促
進
事
業
継
続
に
よ
る
民

間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
。

▼�

空
き
家
対
策
や
空
き
家
バ
ン
ク
と
連

携
し
た
住
宅
施
策
の
推
進
。

▼�

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

水
郷
公
園
を
中
心
と
し
た
施
設
の
老

朽
化
に
対
す
る
改
築
・
更
新
の
実
施
。

▼
水
郷
公
園
幼
児
広
場
の
改
修
。

▼�

町
道
奥
春
別
団
地
線
、


別
西
５
号

線
、泉
町
７
号
線
の
改
良
・
舗
装
工
事
の

継
続
。

▼�
町
道
弟
子
屈
原
野
９
線
防
雪
事
業
の

推
進
。

▼�

橋
梁（
き
ょ
う
り
ょ
う
）長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
く
南
弟
子
屈
橋
の
改
修

な
ど
、
既
存
橋
梁
の
計
画
的
な
修
繕
に

よ
る
地
域
道
路
網
の
安
全
性
・
信
頼
性

の
確
保
。

安
全･

安
心
の
確
保

▼�

空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の
管
理
徹
底

の
指
導
と
、
空
き
家
が
危
険
な
状
態
に

な
る
前
の
対
応
強
化
。

▼�

弟
子
屈
警
察
署
や
各
関
係
機
関
・
自
治

会
な
ど
と
連
携
し
た
交
通
安
全
運
動

に
よ
る
交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

防
犯
協
会
や
暴
力
追
放
運
動
推
進
協

議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
犯
罪
防
止
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

弟
子
屈
消
費
者
協
会
や
弟
子
屈
警
察
署

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
、
意

識
啓
発
に
よ
る
、消
費
者
行
政
の
推
進
。

▼�

新
弟
子
屈
消
防
庁
舎
の
総
合
的
な
防

災
拠
点
と
し
て
の
活
用
。

▼�

河
川
や
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
防
災
、
減

災
対
策
の
実
施
。

▼�

火
山
防
災
に
お
け
る
避
難
計
画
の
策

定
作
業
の
推
進
。

▼�

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
体

制
の
確
立
。

▼�

防
災
備
蓄
品
の
計
画
的
な
整
備
と
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
。

学
校
教
育
の
充
実

▼�

家
庭
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
の
積
極
的
な
推
進
。

▼�

玉
川
学
園
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
と
、小
学

校
教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
の
た
め

の
講
座
の
開
設
。

▼�

町
学
力
調
査
や
新
体
力
テ
ス
ト
な
ど

を
活
用
し
た
学
習
指
導
の
充
実
。

▼�

川
湯
地
区
・
屈
斜
路
地
区
か
ら
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
弟
子
屈
高
校
生
徒
の

通
学
費
の
全
額
助
成
。

▼�

弟
子
屈
高
校
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
全
国
全
道
大
会
出
場
へ
の
助
成
、

進
学
や
就
職
の
た
め
の
支
援
の
継
続
。

▼�

弟
子
屈
高
校
存
続
問
題
へ
の
働
き
か

け
の
継
続
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼�

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文

化
等
を
有
効
に
活
用
し
た
学
習
機
会

の
充
実
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

文
化
・
体
育
関
係
団
体
と
の
連
携
や
協

働
の
推
進
。

▼�

団
体
活
動
や
全
国
・
全
道
大
会
出
場
へ

の
支
援
。

▼�

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
伝
統
的
な
歴
史
や

文
化
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
。

▼�

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
・
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
。

▼�

近
代
に
つ
な
が
る
歴
史
的
資
料
の
保

存
・
継
承
の
推
進
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼�

４
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
含
め

た
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
人
材
育
成

の
推
進
。

▼�

ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
の

充
実
強
化
に
よ
る
、
地
域
づ
く
り
に
資

す
る
人
材
の
育
成
と
若
い
世
代
の
定

住
化
の
推
進
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
交
流
活
動
支
援

▼�

人
財
バ
ン
ク
制
度
活
用
に
よ
る
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
の
構
築
、
地
域
間

交
流
や
町
外
か
ら
の
定
住
促
進
、
玉
川

学
園
と
の
連
携
事
業
の
推
進
。

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼�

南
弟
子
屈
地
域
が
活
性
化
し
、
地
域
が

自
立
し
稼
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

の
実
施
。

▼�

国
の
指
針
に
基
づ
い
た
、
男
女
共
同
参

画
の
計
画
策
定
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼�

広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
充
実
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
活
用
し
た
、
町
民
向
け
の
情
報
提

供
の
充
実
。

▼�

転
出
し
た
子
ど
も
た
ち
や
、
移
住
を
希

望
す
る
町
外
の
方
、
町
内
に
進
出
を
希

望
す
る
企
業
な
ど
、
町
外
に
向
け
た
情

報
発
信
と
、本
町
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
。

▼�

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

町
政
懇
談
会
、
自
治
会
総
会
な
ど
に
よ

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
収
集
と

町
政
運
営
へ
の
反
映
。

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
国
と
の
情
報

連
携
後
に
お
け
る
、
個
人
情
報
な
ど
の

的
確
な
管
理
の
推
進
。

▼�

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
制
度
活
用
に
よ
る

職
員
の
能
力
、資
質
の
向
上
。

▼�

職
員
人
事
評
価
制
度
の
推
進
に
よ
る

人
材
育
成
。

▼�

町
税
に
お
け
る
、各
種
滞
納
処
分
の
強
化

啓
蒙
活
動
実
施
に
よ
る
税
収
の
確
保
。

▼�

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
向
け
た
準

備
の
推
進
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な
推
進
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
が

豊
か
で
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　
行
動
す
る
人
を
育
て
る

育
　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　
文
化
を
大
切
に
す
る

公
　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

保育園や幼稚園の利用者に助成

より親しまれる水郷公園に

町公式ウェブサイトで人財バンクをＰＲ
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近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
が
進

み
、
進
化
し
た
人
工
知
能
が
さ
ま
ざ
ま
な

判
断
を
行
う
時
代
の
到
来
が
予
測
さ
れ

る
な
ど
、
社
会
の
変
化
は
加
速
度
的
に
進

展
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
、
お
お
よ
そ

10
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
第
２

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
学
校

教
育
の
充
実
と
社
会
教
育
活
動
の
推
進

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
し
い
教
育
委
員
会
制
度
に

基
づ
く
体
制
を
２
月
６
日
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。新
教
育
長
と
し
て
の
重
責
を

担
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
長
部
局
と
の

連
携
を
深
め
、
本
町
の
教
育
の
推
進
に
向

平成29年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

▼�「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、

ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」と
い
う

本
町
の
基
本
理
念
の
具
現
化
に
向
け

た
教
育
活
動
の
活
性
化
と
内
容
の
充

実
、施
策
の
着
実
な
実
行
。

▼�

点
検
・
評
価
、見
直
し
・
改
善
に
よ
る
充

実
し
た
教
育
の
推
進
。

▼�

総
合
計
画
、
教
育
大
綱
、
教
育
推
進
基

本
計
画
な
ど
を
基
調
と
し
た
計
画
的

な
教
育
の
振
興
。

▼�

移
動
教
育
委
員
会
、
各
種
事
業
参
観
、

学
校
訪
問
な
ど
に
よ
る
現
状
把
握
と

諸
課
題
の
解
決
。

▼�

教
育
委
員
コ
ラ
ム
な
ど
の
情
報
発
信

に
よ
る
開
か
れ
た
教
育
を
目
指
す
取

り
組
み
の
推
進
。

▼�

総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
民
意
を
反

映
し
た
計
画
的
な
教
育
行
政
の
推
進
。

▼�

各
学
校
に
お
け
る
、
子
ど
も
た
ち
の

知
・
徳
・
体
の
調
和
が
取
れ
た
健
や
か
な

成
長
の
た
め
の
創
意
あ
る
教
育
活
動

の
展
開
。

▼�

教
育
委
員
会
に
お
け
る
、
各
学
校
が
学

校
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
。

▼�

へ
き
地
複
式
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
た
支
援
。

▼�

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
で
導
入
さ

れ
る「
特
別
の
教
科�

道
徳
」の
教
科
書
採

択
に
向
け
た
取
り
組
み
。

▼�

次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
理
解
と
、
こ

れ
か
ら
を
見
据
え
た
教
育
課
程
の
工

夫
・
改
善
の
推
進
。

１
　�

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼�

教
育
活
動
の
公
開
、
学
校
評
価
の
計
画

的
な
実
施
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
意

見
収
集
な
ど
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
推
進
。

▼�

川
湯
小
学
校
と
川
湯
中
学
校
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運

営
協
議
会
）の
導
入
に
向
け
た
検
討
。

２
　
学
習
指
導
の
充
実

▼�

各
教
科
な
ど
の
指
導
計
画
に
基
づ
い

た
さ
ら
な
る
学
習
指
導
の
充
実
。

▼�

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、弟
子
屈
町

学
力
調
査
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
学

力
や
学
習
状
況
の
把
握
の
継
続
と
、
学

習
指
導
の
工
夫
・
改
善
。

▼�

放
課
後
学
習
や
長
期
休
業
中
の
学
習

サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼�

弟
子
屈
小
学
校
、
弟
子
屈
中
学
校
で
の

複
数
教
員
に
よ
る
少
人
数
指
導
な
ど

の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼�

学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
家
庭
学

習
や
読
書
活
動
の
推
進
。

▼�

外
国
語
指
導
助
手
の
２
人
体
制
継
続

に
よ
る
、
外
国
語
活
動
や
英
語
授
業
の

充
実
と
外
国
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
活
動
の
推
進
。

３
　�「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼�

各
学
校
に
お
け
る
、子
ど
も
同
士
や
教
師

と
の
ふ
れ
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

で
き
る
活
動
に
よ
る
道
徳
性
の
育
成
。

▼�

教
育
委
員
会
に
お
け
る
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
た
体
験
学
習
や
郷
土

の
文
化
・
伝
統
に
親
し
む
活
動
、鹿
児
島

県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
の
充
実
。

▼�

弟
子
屈
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
や

各
学
校
の
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
に
基
づ
い
た
、
い
じ
め
の
撲
滅
と
未

然
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
と
、
学

校
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
推
進
。

▼�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相
談

員
、
新
た
に
配
置
す
る（
仮
）学
校
教
育

推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
有

効
活
用
に
よ
る
、
学
校
と
教
育
委
員
会

が
連
携
し
た
学
校
相
談
体
制
の
充
実
。

４
　�

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼�

本
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
の
積
極
的
な
推
進
。

▼�

地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
や
人
材
な

ど
を
十
分
に
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学

習
の
実
施
。

▼�

和
琴
小
学
校
で
の
ア
イ
ヌ
の
文
化
や

歴
史
の
学
習
の
継
続
。

▼�

各
学
校
で
取
り
組
む
土
曜
授
業
へ
の

支
援
の
継
続
。

▼�

玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
、小
・
中
学

生
、高
校
生
を
対
象
と
し
た「
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ（
英
語
合
宿
）」の
実

施
。

▼�

北
海
道
教
育
大
学
と
の
相
互
協
力
に

係
る
、
教
育
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど

の
継
続
。

５
　
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼�
弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議

を
中
心
と
し
た
情
報
共
有
と
、
支
援
体

制
の
充
実
に
向
け
た
連
携
強
化
。

▼�

各
学
校
に
お
け
る
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
き

め
細
や
か
な
支
援
の
継
続
。

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
の
継
続
。

▼�

特
別
支
援
担
当
教
師
の
専
門
性
の
向

上
を
図
る
研
修
の
実
施
。

▼�

北
海
道
立
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
特
別
支
援
教

育
の
充
実
。

６
　�

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼�

各
学
校
に
お
け
る
体
育
授
業
の
充
実

な
ど
、
運
動
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の

推
進
。

▼�

新
体
力
テ
ス
ト
の
継
続
実
施
。

▼�

薬
物
乱
用
な
ど
の
課
題
に
対
す
る
適

切
な
指
導
。

▼�

火
災
や
地
震
に
備
え
た
防
災
訓
練
、
警

察
と
連
携
し
た
防
犯
教
室
な
ど
に
よ

る
、
教
師
の
危
機
管
理
意
識
と
児
童
生

徒
の
危
機
回
避
能
力
の
向
上
。

▼�

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
や
子
ど
も
１
１

　

�

０
番
の
家
な
ど
、地
域
や
関
係
機
関
・
団

体
と
の
協
力
に
よ
る
安
全
対
策
の
実

施
。

７
　
教
員
の
資
質
向
上

▼�

教
職
員
の
法
定
研
修
、
各
種
講
座
へ
の

積
極
的
な
参
加
の
促
進
。

教育委員コラムで定期的に情報発信

アイヌ文化に関する学習に取り組む和琴小学校 より充実した教育活動を目指して

本町の自然環境を生かした子ども向け体験学習を展開
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▼�

第
７
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
に
沿
っ
た
、
町
民
が
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

推
進
。

▼�

公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
に
お

け
る
多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
。

１
　�

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼�

本
町
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
学
習
資
源
の
活
用
。

▼�

多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
出

前
講
座
や
専
門
性
の
高
い
連
携
講
座

の
開
設
。

▼�

弟
子
屈
町
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員

会
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
、
保
護
者
へ

の
家
庭
教
育
支
援
活
動
の
継
続
。

▼�

少
年
の
主
張
弟
子
屈
大
会
や
児
童
生

徒
作
品
展
覧
会
な
ど
、
広
く
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
の

創
設
。

▼�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
支

援
、町
の
自
然
、歴
史
、産
業
を
学
ぶ
ふ

る
さ
と
教
室
な
ど
、
郷
土
を
誇
り
に
思

い
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を

育
む
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

青
年
団
体
で
構
成
す
る
ユ
ー
ス
フ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
て
し
か
が
と
の
連
携

に
よ
る
、
青
年
の
学
習
機
会
の
充
実
と

青
年
自
ら
企
画
・
運
営
で
き
る
よ
う
な

地
域
活
動
の
展
開
。

▼�

成
人
や
高
齢
者
の
学
習
活
動
に
お
け

る
自
然
や
歴
史
、
芸
術
文
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
の
工
夫
、
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
に
結
び
つ
く
よ
う
な
取
り

組
み
の
推
進
。

▼
公
民
館
生
き
が
い
講
座
の
充
実
。

▼�

町
内
外
の
高
齢
者
同
士
、
児
童
な
ど
世

代
を
超
え
た
交
流
機
会
の
確
保
。

２
　�

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

�

▼�

公
民
館
を
中
心
と
し
た
町
民
の
学
び

や
交
流
の
促
進
。

▼�

年
間
を
通
じ
て
自
然
、歴
史
、文
化
、健

康
な
ど
幅
広
い
分
野
で
楽
し
く
、
自
由

に
学
べ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の

提
供
。

▼�

弟
子
屈
高
校
と
の
連
携
講
座
や
出
前

講
座
な
ど
興
味
・
関
心
の
持
て
る
講
座

の
拡
充
。

▼�

公
民
館
利
用
者
相
互
の
親
睦
や
交
流

を
深
め
る
公
民
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
。

▼�

子
ど
も
た
ち
の
参
加
に
よ
る
世
代
間

交
流
と
、
学
び
を
行
動
へ
つ
な
げ
る
取

り
組
み
の
促
進
。

▼�

公
民
館
に
お
け
る
自
主
的
な
学
び
を

促
す
学
習
活
動
の
情
報
提
供
や
相
談
・

ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
な
ど
、
学
習
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
充
実
と
活
性
化
。

▼�

地
域
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

図
書
館
の
図
書
の
充
実
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
や
予
約
サ

ー
ビ
ス
、
町
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
た

情
報
提
供
な
ど
の
推
進
。

▼�

移
動
図
書
館
バ
ス
の
活
用
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る

お
は
な
し
会
の
開
催
、
町
内
小
・
中
学

校
図
書
館
と
の
相
互
連
携
や
団
体
貸

し
出
し
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
が
読
書

を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

３
　�

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼�

弟
子
屈
町
文
化
協
会
が
取
り
組
む
郷

土
芸
能
の
普
及
活
動
、
弟
子
屈
町
総
合

文
化
祭
、
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
な
ど
へ
の

支
援
の
継
続
。

▼�

芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業
の
継
続
に
よ
る

本
格
的
な
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
楽
し
め
る
機
会
の
充
実
。

▼�

各
小
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
幼
児
、
児
童
芸
術
鑑
賞

会
の
継
続
開
催
。

▼�

文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
参
加
支
援
の
実
施
。

▼�

町
教
育
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動

の
推
進
。

▼�

研
究
指
定
校
の
取
り
組
み
、
自
主
公
開

研
究
会
開
催
な
ど
に
よ
る
各
学
校
の

校
内
研
修
の
充
実
と
、
教
職
員
の
実
践

的
な
指
導
力
の
向
上
。

▼�
玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
小
学
校

教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
の
た
め
の

講
座
の
開
設
。

８
　�

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼�

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
各
種
助
成
事

業
の
継
続
。

▼�

教
材
費
や
学
校
保
健
安
全
法
で
指
定

さ
れ
た
疾
病
の
治
療
費
支
援
な
ど
の

継
続
。

▼�

準
要
保
護
世
帯
に
対
す
る
新
た
な
就

学
支
援
策
の
検
討
。

９
　�

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼�
摩
周
丘
幼
稚
園
に
対
す
る
幼
稚
園
運

営
費
助
成
の
継
続
。

▼�

就
園
奨
励
費
補
助
の
実
施
。

▼�

認
定
こ
ど
も
園
事
業
へ
の
取
り
組
み
。

10
　�

高
等
教
育
支
援
な
ど
の
充
実

▼�

北
海
道
教
育
委
員
会
な
ど
に
対
す
る

弟
子
屈
高
校
配
置
計
画
の
見
直
し
や

教
育
環
境
充
実
な
ど
の
要
望
の
実
施
。

▼�

弟
子
屈
高
校
生
の
進
学
や
就
職
な
ど

進
路
支
援
に
対
す
る
助
成
、
各
種
学
校

行
事
支
援
の
実
施
。

▼�

川
湯
地
区
・
屈
斜
路
地
区
か
ら
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
弟
子
屈
高
校
生
徒
の

通
学
費
の
全
額
助
成
。

▼�

弟
子
屈
高
校
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼�

第
８
回
更
科
源
藏
文
学
賞
の
開
催
支

援
。

４
　
文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推
進

▼�

史
跡
釧
路
川
流
域
チ
ャ
シ
跡
群
管
理

団
体
連
絡
協
議
会
に
よ
る
釧
路
川
流

域
チ
ャ
シ
跡
群
の
一
体
的
な
保
存
・
活

用
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

縄
文
遺
跡
に
係
る
北
海
道
縄
文
の
ま

ち
連
絡
会
と
の
連
携
事
業
の
継
続
。

▼�

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
や
獅
子
舞
な
ど
の

保
存
・
伝
承
活
動
へ
の
支
援
。

▼�

弟
子
屈
ア
イ
ヌ
協
会
や
屈
斜
路
古
丹

ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
と
の
協
働
に
よ

る
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
と
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
。

▼�

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
協
働
、
て

し
か
が
の
蔵
活
用
に
よ
る
郷
土
資
料
の

保
存
・
整
理
、展
示
・
解
説
と
、郷
土
史
を

学
び
、次
世
代
に
伝
え
る
環
境
づ
く
り
。

５
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

町
民
が
体
力
や
年
齢
に
応
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
生
活

を
営
み
、
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
に

つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

弟
子
屈
町
体
育
協
会
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
、活
動
支
援

の
実
施
。

▼�

専
任
講
師
に
よ
る
子
ど
も
の
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
、陸
上
等
の
教
室
の
開
設
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協
力
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
の
把
握
。

▼�
地
域
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
学
校
施
設

開
放
事
業
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
機
会
の
充
実
。

▼�

各
種
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
開
催
に
よ

る
仲
間
づ
く
り
の
促
進
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
に
よ
る
健
康
増
進
の
推
進
。

▼�

理
学
療
法
士
の
教
室
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
障
が
い
・
け

が
の
予
防
・
防
止
。

▼�

駅
伝
や
卓
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘

致
活
動
の
推
進
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ

る
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
支
援
。

６
　
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼�

公
民
館
、
図
書
館
、
川
湯
屋
内
温
水
プ

ー
ル
な
ど
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
充

実
・
整
備
。

▼�

施
設
職
員
の
専
門
性
や
町
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
各
施
設

の
事
業
企
画
・
運
営
の
推
進
。

▼�

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
老
朽
化
対
策

の
検
討
。

　
本
町
の
人
口
減
少
や
少
子
化
に
関
す
る

課
題
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
で
生
き
生

き
と
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

に
、全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

昨年のフラワータッチ事業

さまざまな分野で弟子屈高校を支援

▼�

地
域
に
根
差
し
た
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
へ
の
支
援
。

11
　
小
中
高
等
学
校
連
携
の
促
進

▼�

小
中
高
校
長
・
教
頭
連
携
会
議
、教
務
主

任
連
携
会
議
な
ど
に
よ
る
小
・
中
学
校
、

高
校
間
の
情
報
共
有
と
連
携
の
促
進
。

▼�

北
海
道
教
育
委
員
会
の
小
中
高
一
貫

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

へ
の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼�

園
児
・
児
童
・
生
徒
が
摩
周
森
の
公
園
内

の
花
壇
整
備
に
参
加
す
る
フ
ラ
ワ
ー

タ
ッ
チ
事
業
の
継
続
実
施
。

12
　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼�

和
琴
小
学
校
の
校
舎
等
煙
突
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
工
事
の
実
施
。

▼�

弟
子
屈
小
学
校
体
育
館
な
ど
の
漏
水

調
査
と
改
修
。

▼�

各
学
校
の
維
持
管
理
、
修
繕
や
各
種
備

品
購
入
な
ど
の
計
画
的
な
推
進
。

13
　
学
校
給
食
の
充
実

�

▼�

安
全
で
お
い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
。

▼�

学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
衛
生
・
安
全
管
理
の
徹
底
。

▼�

学
校
給
食
試
食
会
や
地
場
産
品
の
活

用
に
よ
る
、献
立
の
工
夫
・
改
善
。

▼�
放
射
能
測
定
の
継
続
。

▼�
地
産
地
消
に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼�

栄
養
教
諭
の
食
育
指
導
な
ど
に
よ
る

食
に
対
す
る
理
解
と
望
ま
し
い
食
習

慣
の
育
成
。

皆さんが楽しめる公民館ミニコンサートを
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企業振興促進条例
①　企業振興促進制度
　町内における企業振興を促進するため、町内に事業場を新設、または増設する方に対し、助成や固定資産税の課税
免除を行う制度です。
　対象となるのは、工場や宿泊施設など18事業場です。
　また、新設・増設に加え、事業場の移転や、事業場を移転した上で業種を転換する場合も対象となります。

例）　飲食店を新設・増設・移転または他の業種から飲食店に転業する場合

飲食店 対象要件
投資額 新規雇用者 助成額

500万円以上 ２人以上新設 投資額の３％以内、上限200万円
150万円以上増設 投資額の３％以内、上限 30万円
 50万円以上移転または転業 投資額の３％以内、上限 20万円

（注）�その他の業種の事業場については、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
※投資額／事業場の建物および営業用設備の取得額。
※新規雇用者／事業者が新規に雇用する、本町に住民登録をしている方か、住民登録を予定している方。

②　新規雇用支援
　本町に住民登録をしている方か、住民登録をする予定の方を雇用する事業者に対し、その賃金の一部を１年間補助
します。

対象事業者
（次の全てに該当すること）

対象となる新規雇用者
（次の全てに該当すること）

利用回数
および人数

補助金額
（月額）

�弟子屈町に住所を有する方を積極
的、かつ継続的に雇用する意思が
ある事業者。
町が出資していない事業者。
町税などを滞納していない事業者。
�雇用保険に加入している、または
加入する事業者。
�過去１年間に事業主の事由による
退職者がいない事業者。

�雇用保険に加入し、1年を超え
て雇用される方。
�当該事業者（法人、その他の団体
では、その役員）の３親等以内の
親族でない方。

１事業所につき
１回、かつ新規
雇用者２人まで

１人かつ１カ月に
につき、支払った
月額賃金の10分の
３の額とし、３万
円を限度とする。

③　空き店舗の活用促進
　空き店舗を活用して事業を行う方に、賃借料や改築費を補助します。対象となる空き店舗は、賃貸借契約を締結す
る際に事業が行われていない店舗および事業用に使用していた家屋などで、次に該当する場合です。

申請者
（次の全てに該当すること）

賃貸借契約の相手方
（次の全てに該当しないこと）

新たに開業する方。
�空き店舗を活用して積極的、かつ継続
的に事業を営む意思のある方。
�町が出資していない法人やその他の
団体。
町税などを滞納していない方。
この補助を使用したことがない方。

▼補助対象者が個人の場合
補助対象者の３親等以内の親族。
補助対象者が役員の法人。
補助対象者の３親等以内の親族が役員の法人。

▼補助対象者が法人の場合
補助対象者の役員、または当該役員の３親等以内の親族。
補助対象者の同族会社。
補助対象者の同族会社の役員又は当該役員の３親等以内の親族。

　 ▼補助金の額
　賃借料補助金
　　　補助期間／２年間
　　　補助金額／営業開始１年目　月額賃借料の３分の２以内で限度額５万円
　　　　　　　　営業開始２年目　月額賃借料の３分の１以内で限度額２万5,000円
　改築費補助金
　　　補助対象費／空き店舗の営業に係る部分の改築・改装および営業用設備設置費用
　　　補助金額／改築費用の２分の１以内とし、上限額100万円問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

中小企業振興条例
④　融資
　本町の中小企業や協同組合などの経営の合理化と経済的地位の向上、事業運営の基礎となる金融の円滑化のため、
貸し付けを行っています。

　 ▼対象
　中小企業等協同組合法による協同組合。
　町内に独立した事業所や店舗を有して事業を行い、事業が北海道信用保証協会の保証対象業種の方。
　町税などを滞納していない方。

貸付金の
種類

貸付限度額
個人 法人

  600万円以内   600万円以内運転資金
1,500万円以内 1,500万円以内設備資金

※�申し込み方法／金融機関・北海道信用保証協会の所定の借入申込書に必要書類を添付し、弟子屈町商工会に提出。町を経て金融機関に申し
込みます。
※償還方法／割賦償還か一時償還で、運転資金は６カ月以内、設備資金は12カ月以内の据え置き期間を置くことができます。

償還期間
個人 法人

５年以内 ５年以内
10年以内 10年以内

貸付金の用途

経営合理化に充てるもの
設備の近代化・合理化に充てるもの

季節労働者等資格取得促進事業
⑤　季節労働者等資格取得促進事業
　季節労働者の方などの通年雇用化を目的に、新規に資格を取得した方に対し、費用の一部を助成しています。

　 ▼ �補助対象者／次に該当する方。ただし、下表①の資格取得事業を受講する場合は、当該年度または前年度に雇用
保険の短期雇用特例求職者給付の受給資格を得て、現在、雇用保険の一般被保険者でないこと。

　本町に居住し、住民登録をしている。
　町税などを滞納していない。
　下表①～④の資格取得事業のうち、受講した講座において資格検定試験に合格している。
　取得した資格を活用し、町内の事業所などで働く意思がある。
　資格取得に係る経費について、本事業から補助を受けたことがない。

※�補助対象となる経費は、資格取得事業のうち教育訓練などに要する入学料または登録料、教材費を含む受講料で、その講座で受講者の方
が支払った額です。

補助対象事業 補助金額（千円未満は切り捨て）
①�釧路地域通年雇用促進支援協議会が実施する季
節労働者資格取得事業に該当するもの 受講料などの10分の２と５万円の、いずれか低い方の額

②介護職員初任者研修課程を修了する事業 受講料などの10分の５と８万円の、いずれか低い方の額

③�認定こども園制度に伴う特例制度による幼稚園
教諭免許状取得・更新または保育士資格取得事業 受講料などの10分の５と８万円の、いずれか低い方の額

④�その他、町長が必要と認める通年雇用化に結び付
く資格取得事業 町長が必要と認める額

緊急雇用対策事業
　これまで緊急雇用対策事業として希望者を募集し、公共施設の草刈りや除雪などの作業を実施してきましたが、

今年度からは社会福祉法人弟子屈町社会福祉協議会高齢者就労センターへ委託することになりました。

　対象となる公共施設や作業形態に一部変更がありますが、同センターでの雇用を希望する方はセンターへの登

録が必要となります。

❏問い合わせ先／高齢者就労センター☎４８２‐５１６０まで。
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防災ワンポイントコーナー
　東日本大震災や熊本地震では、長期にわたる停電や携帯電話中継局の倒壊などにより、ラジオによる情報収集の有
用性があらためて見直されました。
　テレビは動画により適時に情報を得ることができる反面、電源がないと視聴することはできません。また多くの方
が一斉にが現場で起きていることを知ることができますが、個人の希望でチャンネルを決めることができません。
　スマートフォンにより無料でテレビやラジオを視聴することもできますが、電池の消耗が激しいため、電源を確保
できないところでの利用には限界があります。
　ポータブルの乾電池式ラジオは、３日間連続して聴くことができます。最近では、手回し式発電やソーラー発電式
のラジオが増えています。イヤホンを使うことで周囲に迷惑をかけずに、個人が好きな放送局を自由に聴くことがで
るという利点もあります。
　ところで、町内ではどの放送局を聴くことができるのでしょうか。ほとんどの地域でＮＨＫ第１は聴くことができ
ます。ＮＨＫ�ＦＭではＮＨＫ第１の放送を鮮明に聴くことができます。
　各放送局の受信周波数と受信状況は下の表のとおりです。災害に備えて、ポータブルラジオの準備と周波数の設定
を心がけてください。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

区分

ＡＭ

ＮＨＫ第１

放送会社 状態

川湯・屈斜路地区、美留和の北部では北見放送

局、その他の地域は釧路放送局で受信できる。

仁伏～砂湯～池の湯の受信感度はあまり良く

ない。

　※表内の放送局・中継局

　 　 ▼釧路／釧路放送局　　 ▼北見／北見放送局　　 ▼網走／網走放送局
　　 ▼屈斜路／ＮＨＫ�ＦＭ屈斜路中継局　　 ▼川湯／ＮＨＫ�ＦＭ川湯中継局

放送局または中継局 周波数

釧　路   585kHz

北　見 1,188kHz

ＮＨＫ第２
釧　路 1,152kHz

北　見   702kHz

Ｓ　Ｔ　Ｖ 川湯・屈斜路地区、美留和の北部では網走放送

局、その他の地域は釧路放送局で受信できる。

仁伏～砂湯～池の湯の受信感度は不良。

網　走   909kHz

Ｈ　Ｂ　Ｃ
釧　路 1,404kHz

網　走 1,449kHz

釧　路   882kHz

Ｎ　Ｈ　Ｋ 受信できない地域が多い。釧　路  89.5MHz

Ｎ　Ｈ　Ｋ
（ＮＨＫ第１をＦＭで受信）

屈斜路  81.6MHz

川　湯  84.1MHz

ＦＭ 川湯・美留和の北部では川湯中継局、その他の地

域は屈斜路中継局でかなり鮮明に受信できる。

弟
子
屈
な
ら
で
は
の
ツ
ア
ー
を

み
ん
な
と
協
同
で
つ
く
り
た
い

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
林
由
紀

子
で
す
。

　

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推

進
協
議
会
が
進
め
て
き
た「
て
し
か
が

ス
タ
イ
ル
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
」が
、
昨
年
11
月
に
環
境
省
か

ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
は「
地
域
固
有
の
資
源（
自
然
・
歴
史

・
文
化
）を
保
全
し
な
が
ら
活
用
し
、地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
観
光
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
全
体
構
想
に
は
、
弟
子
屈
に
あ

る
次
世
代
に
残
し
た
い
資
源
、
そ
の
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
く
た

め
の
ル
ー
ル
、
資
源
を
活
用
し
た
エ
コ

ツ
ア
ー
、
資
源
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
方
法
と
い
っ
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
、
同
協
議

会
で
は
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
部

会
を
中
心
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
な
が
ら
、

よ
り
魅
力
的
な
エ

コ
ツ
ア
ー
を
開
発

し
た
り
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
ル
ー
ル

協力隊通信
小林由紀子さん

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

日々の活動
発信中！

を
見
直
し
た
り
、
弟
子
屈
の
素
晴
ら
し

い
資
源
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
再
認
識

し
て
も
ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
際

に
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
国
立
公
園
を
目

指
し
て
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る「
阿

寒
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
の

連
携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。私
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
観
光

客
）受
け
入
れ
体
制
強
化
と
し
て
主
に

ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら「
観
光
地

域
づ
く
り
」の
活
動
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
川
湯
温
泉
に
滞
在
す
る
ツ

ア
ー
を
つ
く
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
旅

行
会
社
の
方
が
視
察
に
来
ま
し
た
。鶴

居
村
や
屈
斜
路
湖
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
摩
周
湖
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

（
西
洋
か
ん
じ
き
）に
挑
戦
し
た
後
は
川

湯
温
泉
で
疲
れ
を
癒
や
し
、
浴
衣
を
着

て
日
本
食
を
楽
し
む
…
。海
外
、
特
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
方
に
は
と
て
も
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

経
験
だ
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
様
な
お
客
さ
ま
が
も
っ
と
長
く
滞
在

し
て
弟
子
屈
の
魅
力
を
十
分
に
楽
し
め

る
よ
う
、
美
し
い
自
然
と
こ
こ
に
暮
ら

す
人
々
の
文
化
や
歴
史
を
融
合
さ
せ

た
弟
子
屈
な
ら
で
は
の
エ
コ
ツ
ア
ー

を
、
よ
り
多
く
の
方
の
知
恵
も
お
借
り

し
な
が
ら
共
に
開
発
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

イギリスの方が視察で訪れた砂湯で

ご利用ください 空き家バンク・人財バンク
　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　３月７日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は８件
（売買８件）。今月はそのうちの「登録番号１物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月はそのうちの、団体登録番号６「弟子屈ＲＣ」を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号１

▼場所／朝日３丁目１番27号

▼ �建物／木造２階建て

　　　　５ＬＤＫ

▼建築年／1982（昭和57）年

▼価格／240万円

人財バンク
団体登録番号６

▼氏名／弟子屈ＲＣ（テシカガレーシングクラブ）

▼ �分野／学術・文化・芸術・ス

ポーツ　子どもの健全育成

▼ �ＰＲ／道具を使わず体を鍛

えることができる陸上競

技は、全てのスポーツの基礎となる「走る」「飛ぶ」

「投げる」が凝縮されています。スポーツマンシッ

プを身に着けることも大切にしています。お気

楽に体験・見学にお越しください。

　好評をいただいていた「弟子屈町町民等宿泊促進支援事業」は、平成28年度をもって終了し、今年度は

実施しないこととなりました。

　４月１日以降の宿泊についての利用券交付は行っていませんので、ご注意いただくようお願いします。

宿泊支援事業を終了します

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

職員人事異動
【退職】　（平成29年２月28日発令） ▽教育委員会 ▼坂井宏（図書館長）
　　　　（平成29年３月31日発令）� ▼元山久美子（福祉こども課保育園長） ▼渡邊逸朗（総務課長補佐） ▼新木実則（建設課建築係）

▼澤田亘弘（摩周観光文化センター管理係） ▼林結花（健康推進課健康推進係） ▼新濱優太（福
祉こども課保育園おひさま保育係） ▽教育委員会 ▼山本正裕（管理課長） ▼吉備津安夫（社会教
育課長）

【離任】　（平成29年３月31日発令） ▼西山紗穂里（北海道からの派遣職員）
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第42回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

ア
ラ
ス
カ
と
オ
ー
ロ
ラ

　
美
留
和
小
学
校
　
橋 

田
　
明 

君

　

ぼ
く
は
、
本
物
の

オ
ー
ロ
ラ
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
一
度
で
も

い
い
か
ら
、
オ
ー
ロ

ラ
を
見
て
み
た
い
で
す
。ぼ
く
が
読
ん
だ
本

は
、
星
野
さ
ん
が
、
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
は
、ア
ラ
ス
カ
鉄
道
で
オ
ー
ロ
ラ

の
撮
影
に
出
か
け
ま
し
た
。ア
ラ
ス
カ
鉄
道
と

は
、ア
ン
カ
レ
ジ
と
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
を
む
す

ぶ
鉄
道
で
す
。ぼ
く
も
こ
の
鉄
道
に
乗
っ
て
み

た
い
で
す
。星
野
さ
ん
は
、
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
と

い
う
場
所
で
お
り
ま
し
た
。少
し
す
る
と
、
ラ

イ
ト
を
つ
け
た
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。パ
イ
ロ
ッ
ト
の
、ア
ー
ニ
ー
で
す
。

　

次
の
日
、ア
ー
ニ
ー
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
マ

ッ
キ
ン
レ
ー
山
に
向
か
っ
て
飛
び
ま
し
た
。今

日
か
ら
、一
カ
月
間
の
オ
ー
ロ
ラ
撮
影
が
始
ま

る
の
で
す
。山
お
く
で
一
人
で
キ
ャ
ン
プ
す
る

な
ん
て
、と
て
も
勇
気
が
あ
る
人
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。今
日
は
二
月
十
五
日
な
の
で
、
一
カ

月
後
の
三
月
十
五
日
に
ア
ー
ニ
ー
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
来
ま
す
。一
カ
月
の
間
、
星
野
さ
ん

は
、凍
傷
に
な
っ
た
り
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、
凍
傷
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
い
た
そ
う
で

す
。結
局
オ
ー
ロ
ラ
が
き
れ
い
に
み
れ
た
の

は
、
三
月
二
日
の
一
日
だ
け
で
し
た
。も
っ
と

た
く
さ
ん
み
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、

一
カ
月
に
一
日
し
か
み
え
な
か
っ
た
な
ん
て

残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
の
広
大
な
ア
ラ
ス
カ
の
中
で
、
月
と
オ

ー
ロ
ラ
を
な
が
め
て
い
る
生
物
は
、ぼ
く
し
か

い
な
い
」と
、星
野
さ
ん
は
書
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。く
ま
や
り
す

も
、冬
み
ん
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

三
月
十
五
日
、ア
ー
ニ
ー
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。星
野
さ
ん
に
と
っ
て
、

満
足
し
た
一
カ
月
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。自

然
を
撮
影
す
る
の
は
、と
て
も
大
変
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
お
母
さ
ん
が
、
ヒ
グ
マ
の
調
査

で
ア
ラ
ス
カ
に
行
っ
た
と
き
、リ
ュ
ッ
ク
の
中

に
入
れ
て
い
っ
た
本
で
す
。オ
ー
ロ
ラ
は
冬
に

出
ま
す
。お
母
さ
ん
が
行
っ
た
の
は
秋
で
、
オ

ー
ロ
ラ
は
見
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、紅
葉
が
き

れ
い
だ
っ
た
と
、言
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

冬
の
ア
ラ
ス
カ
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

こ
れ
は
、「
ア
ラ
ス
カ
光
と
風
」の
中
の
、
一

章
だ
け
で
す
。ほ
か
に
も
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
村

で
ク
ジ
ラ
を
つ
か
ま
え
る
た
め
に
何
カ
月
も

か
け
て
つ
か
ま
え
る
話
や
、カ
リ
ブ
ー
の
写
真

を
と
る
た
め
に
、ブ
ル
ッ
ク
ス
山
脈
の
中
で
生

活
す
る
話
も
あ
り
ま
し
た
。何
万
頭
の
カ
リ
ブ

ー
の
む
れ
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
し

た
。す
ご
く
多
い
数
だ
な
と
思
い
、
本
物
を
み

た
く
な
り
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
は
、ク
マ
に
お
そ
わ
れ
て
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。自
然
の
か
ん
き
ょ
う
は
、
か
こ

く
な
ん
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
写
真
を
と
る
の
も
す
き
で
す
。弟

子
屈
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
毎
年
応
募
し

て
い
ま
す
。し
ょ
う
来
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
の

も
い
い
な
、と
思
い
ま
し
た
。

　�

書
名『
ア
ラ
ス
カ
光
と
風
』

星
野
　
道
夫
　
著

（
寸
評
）

　

厳
冬
期
の
ア
ラ
ス
カ
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
中

で
、
美
し
く
輝
く
オ
ー
ロ
ラ
。こ
の
本
に
描
か
れ
て

い
る
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
そ
れ
を
求
め
て
旅

を
す
る
星
野
さ
ん
の
生
き
方
に
、橋
田
く
ん
が
ひ
き

つ
け
ら
れ
た
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。危
険

や
苦
難
が
待
ち
受
け
た
旅
を
乗
り
越
え
た
先
に
あ

る
か
ら
こ
そ
、そ
の
輝
き
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。い
つ
か
ア
ラ
ス
カ
の
地
に
立
ち
、

オ
ー
ロ
ラ
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
橋
田
く
ん
。す
て

き
な
未
来
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

ナ
オ
君
が
遺
し
て
く
れ
た
も
の
と
は

　
弟
子
屈
小
学
校
　
沢 

原
　
美 

義 

さ
ん

　

平
成
二
十
七
年

十
一
月
十
日
、
十
五

時
五
十
五
分
、
私
の

祖
父
が
六
十
九
才
で

胃
癌が

ん

に
よ
り
、
こ
の

世
を
去
り
ま
し
た
。祖
父
は
癌
宣
告
を
受
け
て

か
ら
一
日
、
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
、
自
分
の

こ
と
よ
り
も
私
達た

ち

家
族
の
事
を
心
配
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
毎
日
な
ん
と
な
く
生
活
し
て
い
ま

す
。で
き
る
こ
と
な
ら
勉
強
も
し
た
く
な
い

し
、学
校
へ
行
か
ず
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た

い
の
が
本
音
で
す
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
私
は
健
康
な
体
で
学
校

へ
通
い
家
族
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
こ
と
が
、

一
番
幸
せ
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
本
に
出
て
く
る
直
也
君
に
と

っ
て
は
、当
た
り
前
の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

直
也
君
の
病
気
は
、ユ
ー
ニ
ン
グ
肉
腫
と
い

う
癌
で
抗
癌
剤
治
療
を
し
た
り
、手
術
を
し
た

り
と
つ
ら
い
治
療
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、
長
い
入
院
が
必

要
で
す
。で
す
の
で
、家
族
と
一
緒
に
、寝
る
こ

と
も
で
き
な
い
の
で
す
。

　

私
は
毎
日
、
父
と
母
と
妹
と
同
じ
部
屋
で
、

同
じ
布
団
で
寝
て
い
ま
す
。妹
と
一
緒
に
ね
る

と
さ
み
し
く
な
い
し
、安
心
し
て
寝
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。直
也
君
は
、入
院
中
、一
人
で
寝
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。五
才
の
子
が
一
人
で
入

院
し
て
一
人
で
寝
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く

さ
み
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。直
也
君
に
は
三
歳

違
い
の
弟
が
い
ま
す
。直
也
君
の
お
母
さ
ん

は
、そ
の
子
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。直
也
君
の
弟
も
お
母
さ
ん
に
甘
え
た
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。直
也
君
の
入
院
生
活
が
長

く
な
る
と
、
弟
の
こ
と
を
気
に
か
け
、
弟
を
思

い
や
る
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
明
日
は
、病
院
に
来
な
く
て
い
い
よ
。た
ま

に
は
、
亮
也
と
一
緒
に
い
て
あ
げ
て
よ
。」と
、

弟
を
思
い
や
る
直
也
君
は
、心
の
優
し
い
男
の

子
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
時
は
良
く
な
っ
た
直
也
君
。し
か
し
、
直

也
君
の
お
母
さ
ん
は
直
也
君
に
癌
が
再
発
し

た
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。直
也
君
は
癌
が
再
発

し
て
も「
生
き
て
生
き
て
い
き
ま
く
る
ぞ
！
！
」

「
ナ
オ
は
死
な
な
い
か
ら
ね
。」と
、前
向
き
な
気

持
ち
で
前
に
進
む
姿
勢
の
言
葉
か
ら
、直
也
君

は
心
が
強
く
勇
ま
し
い
男
の
子
だ
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
、「
死
に
た
く
な
い
、孫
の
事
が

心
配
だ
。」と
言
っ
て
い
た
と
母
か
ら
聞
き
ま
し

た
。祖
父
の
場
合
は
、
余
命
一
年
と
言
わ
れ
て

手
術
も
で
き
な
く
、抗
癌
剤
治
療
し
か
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。癌
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
生

活
し
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
も
し
癌
だ
っ
た
ら
癌
と
い
う
病
気
と

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、泣
い
て
ば
か
り
い

て
家
族
の
こ
と
を
気
に
か
け
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。絶
望
感
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
き
る
こ
と
は
、
必
ず
死
が
や
っ
て
来
る
。

そ
れ
は
、絶
対
に
さ
け
ら
れ
な
い
。直
也
君
は
、

癌
と
い
う
病
気
を
通
し
て「
生
」と「
死
」に
つ
い

て
考
え
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

直
也
君
の
癌
は
次
第
に
悪
化
し
て
い
き
ま

し
た
。直
也
君
は
そ
ん
な
状
態
で
も
お
母
さ
ん

の
事
を
心
配
し
て「
ナ
オ
は
ね
、死
ね
な
い
ん
だ

よ
。お
母
さ
ん
の
心
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い

か
ら
。」と
言
い
ま
し
た
。私
は
そ
の
言
葉
に
胸
を

打
た
れ
ま
し
た
。

　

ナ
オ
君
は
、「
あ
と
半
日
で
す
。」と
、宣
告
さ

れ
な
が
ら
二
週
間
も
が
ん
ば
り
ぬ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、家
族
の
心
の
準
備
が
で
き
る
時
間
を

直
也
君
が
あ
た
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。最
後
ま
で
家
族
の
こ
と
を
考
え
て
亡
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
本
を
読
ん
だ
私
は
、直
也
君
に
教
え
ら

れ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。健
康
な
体

で
家
族
と
過
ご
せ
る
事
は
、幸
せ
な
事
。一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
る
事
。学
校
で
勉
強
が
で
き

る
と
い
う
当
た
り
前
の
事
が
幸
せ
と
い
う
事
。

　

直
也
君
が
家
族
に
遺
し
て
い
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。私
は
、『
勇
気
』『
希
望
』『
愛
情
』だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。最
後
に
私
か
ら
直
也
君
と
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
直
也
君
、最
後
ま
で
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
天
国
で
私
の
事
を
見
守
っ

て
ね
。私
、勉
強
頑
張
る
か
ら
ね
。」

　�

書
名『
が
ん
ば
れ
ば
、幸
せ
に
な
れ
る
よ
』

山
崎
　
敏
子
　
著

（
寸
評
）

　

こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
、祖
父
の
思
い
を
振
り
返

り
、健
康
な
体
や
大
切
に
生
き
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

自
分
と
主
人
公
、
そ
の
家
族
、
病
の
三
つ
の
対
比

を
元
に
し
て
文
章
が
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、読
者

の
こ
と
を
考
え
て
工
夫
し
て
書
い
て
い
る
点
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
に
書
い
て
あ
る
事
実
と
そ
れ
を
読
ん
で
の
感

想
を
区
別
し
て
記
述
し
て
い
た
。ま
た
、大
切
だ
と
思

う
部
分
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
て
文
章
を
構
成
し
て
い
る
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臨 時福祉給付金を支給
　平成26年４月に実施された消費税率の引き上げに伴う所得の少ない方への影響緩和を目的として、臨時福祉給付

金（経済対策分）が支給されます。

▼支給対象者／平成28年度臨時福祉給付金（3,000円）の支給対象者の方

※�平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者とは、平成28年度分の住民税が課税されていない方です。ただし、課税者

の扶養親族になっている方や、生活保護などの受給者を除きます。

▼支給額／対象者１人につき15,000円

▼ �受給手続き／受給には、平成28年１月１日時点に住民登録していた市町村への申請が必要です。対象者の方には、

４月下旬ころに申請書を郵送しますので、受給を希望される方は、４月25日㈫～７月25日㈫までの間に申請してく

ださい。

※�申請書や受付期間などは、市町村ごとに異なります。弟子屈町以外が申請先となる場合は、該当市町村にご確認く

ださい。

問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

請求・問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

戦没者などのご遺族の皆さんへ

第10回特別弔慰金の申請はお早めに
　平成27年４月１日から、第10回特別弔慰金の申請を受け付けています。請求を希望される方は、平成30年４月
２日までに申請をお願いします。

▼特別弔慰金とは
　戦後70周年に当たり、戦没者などのご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給します。今日のわが国の平和と繁栄
の礎となった戦没者などの尊い犠牲に、国としてあらためて弔慰の意を表するものです。
　第10回特別弔慰金は、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額するとともに、５年ご
とに国債を交付することとしています。

▼支給対象者
　戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成27年４月１日（基準日）において「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病
者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者などの妻や父母など）がいない場合に、次の順番
による先順位のご遺族１人に支給。
　１　平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２　戦没者の子
　３　戦没者などの　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　※�戦没者などの死亡当時、生計を同一にしていたことなどの要件を満たしているかどうかにより、順番が入

れ替わります。
　４　上記１から３以外の戦没者などの三親等内の親族（甥、姪など）
　　※戦没者などの死亡時まで、引き続き１年以上生計を同一にしていた方に限ります。

▼支給内容／額面25万円、５年償還の記名国債

▼ �請求期間／平成30年４月２日㈪まで
　　　　　　請求期間を過ぎると、第10回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。

※�平成32年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、平成32年４月１日から請求受け付けを開始する予
定です。

福祉の助成制度が変わります
　今年度から、これまでの福祉に係る４つの助成制度を再編・統合して「（新）福祉灯油等購入助成」に変わります。
　新制度では生活支援対策に重点を置き、真に経済的支援を必要とする世帯への給付を手厚くします。このため給付
対象要件が変わり、これまでいずれかの助成を受けていた方でも所得の状況によっては支給の対象とならない場合
もありますのでご注意ください。
　申請の受け付けは10月２日㈪から開始します。

これまでの制度

福祉灯油等購入助成

住民税非課税世帯

高齢者バス・ハイヤー
料金および燃料費助成

所得要件なし

水道料金助成

所得要件なし

重度心身障がい者
交通費助成
所得要件なし

再編・統合

（新）福祉灯油等購入助成

▼ �目的／高齢者などの低所得世帯に対し、生活費の一部を助成することにより、世帯の負担軽減を図る。

▼対象者／住民税非課税世帯で次の要件に該当する方
　①70歳以上の高齢者の方のみの世帯
　②重度の身体・知的・精神障がいがある方がいる世帯
　③ひとり親世帯

▼給付方法／現金

▼給付内容／基準額・１世帯当たり 10,000円　　加算額・対象者１人当たり 5,000円

問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

①　保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減に係る所得判定基準が見直されました。

後期高齢者医療保険料の軽減を見直し

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

所得が次の金額以下の世帯

33万円�＋�（27万円�×�世帯の被保険者数）
※26.5万円→27万円へ変更

軽減割合

５割軽減

33万円�＋�（49万円�×�世帯の被保険者数）
※48万円→49万円へ変更

２割軽減

②　保険料所得割軽減の割合が見直されました。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

２割軽減
※５割軽減→２割軽減へ変更

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

②　保険料所得割軽減の割合が見直されました。

区分

被用者保険の被扶養者だった方

※社会保険などの扶養者

所得割

かかりません

均等割

７割軽減
※９割軽減→７割軽減へ変更

※所得状況により均等割軽減が９割または8.5割に該当する場合もあります。
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子育て世帯応援

　町では平成26年度から、子育て支援事業として保育料の助成を行っています。
　各保育園・幼稚園に納めていただいた保育料の２分の１を助成するもので、子育て世帯の経済的負担を軽減す
ることが目的です。助成の対象となるのは、おひさま保育園・川湯保育園・摩
周丘幼稚園に入園しているお子さんがいらっしゃる世帯です。
　助成金は10月、４月の年２回支給です。申請書は９月末と３月末に、各
園を通して保護者の方に配布します。申請書の提出先も各園となります。
　ご不明な点などがありましたら、下記までお問い合わせください。

❏問い合わせ先
　役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
　おひさま保育園☎４８２‐２４４４
　川湯保育園☎４８３‐２５３７
　摩周丘幼稚園☎４８３‐２３１５

保育料の助成を行います！

　平成29年度から、子育て中の家庭への経済的な負担の軽減を図ることを目的に「乳児養育支援事業と乳児養育
手当事業」を統合し、拡充して実施します。

　【平成29年３月31日まで】

乳児養育支援事業 乳児養育手当事業
条件

内容

町内の指定された取扱店で、紙おむつ・粉ミ
ルクが購入できる共通助成券を交付しま
す。お子さんの出生・転入時に申請すると、窓
口で交付されます。

養育費を年３回、指定口座へ振込みます。

給付額
乳児１人に対し20,000円分の助成券

第１子　　　3,000円
第２子　　　4,000円
第３子以降　5,000円（月額）
出生月の翌月分から１年間

第１子／56,000円　第２子／68,000円　第３子～／80,000円⇒

　【平成29年４月１日から】

条件 満１歳未満の乳児を養育する保護者の方

赤ちゃんすくすく応援事業
条件 満１歳未満の乳児を養育する保護者の方（本町に住所がある方）

内容 町内の指定された取扱店で、紙おむつ・粉ミルク・おしり拭きが購入できる共通助成券を交
付します。お子さんの出生・転入時に申請すると、窓口で交付されます。

助成額 乳児１人に対し150,000円分の助成券

※助成を希望される方は、役場福祉こども課窓口にて印鑑をご持参の上、申請してください。
　対象者は平成29年４月１日以降に出生された方です。
※通常、出生届などで来庁された際に手続きをしています。

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

赤ちゃんすくすく応援事業を始めます！
新 たに年金を受けとれる方が増えます
　年金はこれまで、資格期間が25年以上ないと受け取ることができませんでしたが、８月からは資格期間が10年以上
あれば受けとることができるようになります！

資格期間とは？

▼国民年金保険料を納めた期間や免除された期間

▼サラリーマンだった期間（船員保険を含む厚生年金保険や共済組合などの加入期間）

▼年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間

　（1986（昭和61）年３月以前にサラリーマンの配偶者だった期間など）

　上記の期間を合計したものが「資格期間」です。資格期間が10年（120カ月）以上あると、年金を受け取ることができる
ようになります。
　ただし、年金の額は、納付した期間に応じて決まります。40年間保険料を納付された方は、満額を受けとれます。
10年間の納付では、受け取る年金額は概ね満額の４分の１になります。

　新たに年金を受け取れるようになる、資格期間が10年以上25年未満の方には、日本年金機構から年金請求書が郵送
されます。お手元に届いたら「ねんきんダイヤル」で予約の上、手続きをしてください。

問い合わせ先／役場環境生活課総合サービス室☎４８２‐２９３４（課直通）

年金請求書が送付される方
（年金を受け始める時期は男女によって異なります）

送付時期

1926（大正15）年４月２日～1942（昭和17）年４月１日生まれの方 2017年２月下旬～３月下旬

1942（昭和17）年４月２日～1948（昭和23）年４月１日生まれの方 2017年３月下旬～４月下旬

1948（昭和23）年４月２日～1951（昭和26）年７月１日生まれの方 2017年４月下旬～５月下旬

1951（昭和26）年７月２日～1955（昭和30）年８月１日生まれの男性
1951（昭和26）年７月２日～1955（昭和30）年10月１日生まれの女性

2017年５月下旬～６月下旬

1955（昭和30）年10月２日～1957（昭和32）年８月１日生まれの女性
1926（大正15）年４月１日以前生まれの方

2017年６月下旬～７月下旬

　　　　　　　　　※�請求書の受け付けは順次できますが、実際に受給が確定するのは施行日である８月以降です。
　　　　　　　　　　年金の振り込みも、最も早い方で10月以降となりますのでご了承ください。

「分からないことがある」「年金事務所へ相談の予約をしたい」そんなときは

ねんきんダイヤル☎０５７０‐０５‐１１６５

　インターネット上の「Yahoo!公金支払い」から、クレジットカードで町税が納付できます。

　クレジットカードだから分割払いができます。カード自体のポイントもたまり、Ｔポイントも使えます。

　詳しくは、納税通知書に同封のチラシ、今月配布された「てしかが町�知って得する便利帳」をご覧ください。

▼納付できる税金／町・道民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税（普通徴収）

▼利用期限／各種税金の納付期限日まで

▼納付金額と決済手数料（税込み）

　10,000円まで／無料　　10,001円～20,000円／108円　　20,001円～30,000円／216円

　30,001円～40,000円／324円（以降納付金額が10,000円増えるごとに108円ずつ加算）

インターネットから24時間手続きができる！

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

クレジットカードで
町税が納付できます

ヤフー　公金支払い 検索

https://koukin.yohoo.co.jp


